







会に勤務していたが，10 月 1 日より第三修練期が始まるため，まもな
くロンドン，ロウハンプトンにあるマンリサ・ハウス（Manresa House, 
Roehampton）に向かうことになっていて，短期の滞在であった。それ以





















やのびのびした，ゆったりした感じ（feeling of  freedom or leisure）と無縁
の生活は苦痛なものであった6）。そうした光景や雰囲気が刺激となってホ

























This darksome burn, horseback brown,
His rollrock highroad roaring down,
In coop and in comb the fleece of  his foam
Flutes and low to the lake falls home.
A windpuff-bonnet of  fawn-froth
Turns and twindles over the broth
Of  a pool so pitchblack, fell-frowning,
It rounds and rounds Despair to drowning.
Degged with dew, dappled with dew
Are the groins of  the braes that the brook treads through,
Wiry heathpacks, flitches of  fern,
And the beadbonny ash that sits over the burn.
What would the world be, once bereft
Of  wet and of  wildness? Let them be left,
O let them be left, wildness and wet;






























　ところで，『インヴァースネイド』が書かれて 9ヶ月ほど経った 1882 年



































（1） （2） （3） （4）
× / × /, /× /, 　× / × / ×× / / 　/ × /, / ×× / 　/ ×× / × , / × /
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　上の表に見られるように，リズムは，各行に共通する要素として 4 つの
強勢をもち，第 1連の 4 行目，第 2 連の 4 行目，第 4連の 4 行目を除いた
すべての行で前半にある文法的単位としての句で 2つの強勢，後半にある
句で 2 つの強勢をもち，各行バランスよく構成されている。しかし，リズ




なれた耳を不意打ちする。第 3 連，4 連は強音節で始まるので，読者は下
降調を予想する。しかし，ここでも句の切れ目で強音節が連続したり（dew, 
dappled, left, wildness），2 行に跨って強音節が連続したり（through, Wir y, 
wet Long）して，今度は下降調になれた耳を不意打ちする。さらに，強音




第 1 連の 1 行目と 2 行目のリズム進行は似ているが，1 行目には第 2 強勢
の後に弱音節がない点で 2 行目と異なる。第 3連の 1行目と 3行目もよく
似ているが，やはり，1 行目の第 2 強勢の後に弱音節がない点で 3 行目と
異なる。2 行目と 4 行目も，2 行目の第 3 強勢に続く弱音節が 1 つ少ない
点だけが違う。第 4 連では，1 行目と 4 行目において，1 行目の方が第 2
強勢と第3強勢に続く弱音節がそれぞれ1つ少ないし，2行目と3行目では，






つ聞える。これが脚韻（end rhyme）である。この作品では 2 行ずつ押韻









（1） （2） （3） （4）
　－    b　－    b 　－　－　f　 f  　 d　 d 　d　d 　w（w）w　－ －
　 r    －　  r   － 　 t　   t　－  － 　－    b　b   － 　w　w　 l　  l
　 k     k　  f 　 f 　 p　   p　－   － 　－     －    f　  f  　 l　   l　 w　 w
　 f      l　  l   （f） 　 r　   r　－  － 　 b    －   －   b      l   （l）   w　w
　上の表に見られるように，頭韻の数は非常に多く，連ごとに合計すると，


































を伝えようとしている点にある。第 1 連では有声破裂音 b，流音 r，無声
破裂音 k，無声摩擦音 f，流音 l が，第 2 連では無声摩擦音 f，無声破裂音





る第 4 連では，頭韻の数は 15 と多いが，半母音 w と流音 l のみから構成
されている。w の頭韻をふむ語が 9 つ，l の頭韻をふむ語が 6 つで，w が
とくに目立つ。第 1―3 連に多用された破裂音，摩擦音は頭韻には使われて
いない。響きの点では第 4連は彩りに欠けたモノトーンの世界である。し

















連は有声破裂音 b が 2 つ，無声破裂音 k が 2 つ，流音 r が 2 つ，l が 2 つ，
ホプキンズの『インヴァースネイド』― 52 ―
無声摩擦音が 3 つあり，第 2 連は無声摩擦音 f が 4 つ，無声破裂音 t が 2
つ，p が 2 つ，流音 r が 2 つあり，第 3 連は有声破裂音 d が 4 つ，b が 4
つ，無声摩擦音 f が 2 つあって，共通点もあるが，明白な違いもある。例
えば，第 1連には有声破裂音，無声破裂音，無声摩擦音，流音のすべてが
あるが，第 2 連には有声破裂音がなく，3連には無声破裂音と流音がない。
また，第 1連には流音，第 2 連には無声摩擦音，第 3連には有声破裂音が




　すでに見たように，第 4 連は第 3 連までと較べて，頭韻の数が多い。第
4連には 7 組もの頭韻があり，強勢を受ける語 16 のうち 12 語が押韻する。
強勢を受けない語との押韻を含めれば 15 になる。ちなみに，第 1 連は 10
語（強勢をもたない語との押韻を含めれば 12 語），第 2 連は 8 語（同一語
の反復を含めれば 10 語），第 3 連は 10 語である。頭韻の数については，
確かに，第 4 連がもっとも多いが，残りの連でも少なくはないので，数の
多さはとりたてて目立つ特徴ではない。ただ，2 組の頭韻をもつ行は，第
1 連で 2 行，第 2 連，第 3 連では 1 行であるが，第 4 連には 3 行あり，そ
れも執拗に 2 つの音 w と l だけが響きあうので，それらの音をもつ語が注
意を引く。結びの 4 行のうち 3 行が 2組の頭韻をもちながら，反復される

































































のため‘the fleece of  his foam’，‘A windpuff  bonnet of  fawn-froth’，‘groins 
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